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発見の経緯

化石が産出したのは，愛媛県西予市明浜町渡
との え

江から
狩
かりはま

浜にかけての海岸で，四国西予ジオパークの「みどこ
ろ」である長

ながうらじま

浦島（通称：たこやき島）の対岸に位置す
る（図 1-C）．海岸には，法花津層の砂岩層及び砂岩泥
岩互層が，東西約 150 mの範囲にわたって断続的に露出
する（図 2-A，B）．今回報告する化石は，2020 年 7 月
26 日に，四国西予ジオパークのジオガイドである佐藤
文
ぶんめい

明氏によって，転石の石灰質ノジュールとして採集さ
れた（図 2-C）．その後，著者のひとりである船場がハ
ンマーを用いてノジュールを割ったところ，内部から化
石が現れた．化石が産出したノジュールの正確な供給源
は不明だが，同海岸の砂岩層中に類似したノジュールが
見られる（図 2-D）点を考慮すると，付近の砂岩層から
脱落した可能性が高い．

化石の記載

Phylum Mollusca（軟体動物門）
Class Bivalvia Linnaeus, 1758（二枚貝綱）

Subclass Protobranchia Pelseneer, 1889（原鰓亜綱）
Order Solemyida Dall, 1889（キヌタレガイ目）

Superfamily Solemyoidea Gray, 1840（キヌタレガイ上科）

Family Solemyidae Gray, 1840（キヌタレガイ科）
Genus Acharax Dall, 1908（スエヒロキヌタレガイ属）

Acharax sp.（スエヒロキヌタレガイ属の一種）
（図 3，4）

標　本：1個体，四国西予ジオミュージアム所蔵，標本
番号 SSGM-F2025-001
採集者：佐藤文明
採集地：愛媛県西予市明浜町狩浜（転石）
地　層：法花津層
時　代：前期白亜紀～後期白亜紀セノマニアン
計測値：殻長 54.5+ mm，殻高 24.2+ mm，殻幅 5.5 mm（左
殻），5.5 mm（右殻）
記　載：後縁から腹縁にかけて欠損した合弁標本である
（図 3）．殻は前後に細長い楕円形で，膨らみは弱い．背
縁は直線的で殻頂は突出せず，殻頂より後方では斜め下
に傾く．前縁はやや丸い．殻の前方から中央部にかけて，
幅の広い放射肋が少なくとも 12 本確認できる．左殻後
背縁の外面には，歯丘の一部と化石化した靭帯と見られ
る構造が断片的に確認できる．殻内面の大部分は観察で
きず，閉殻筋痕の形態は確認できない．
キヌタレガイ科二枚貝は，靭帯が殻内面に位置するキ
ヌタレガイ属 Solemyaと，靭帯が殻外面に位置するスエ

図 3．法花津層産 Acharax sp.（標本番号：SSGM-F2025-001）Aは右殻側，Bは左殻側，Cは背側から，塩化アンモニウムを用いて
ホワイトニング後に撮影した．後縁から腹縁にかけての大部分は欠損しており，左殻の後方は内型である．b：殻頂（beak），lg：
靭帯（ligament），am：前縁（anterior margin），adm：前背縁（anterodorsal margin），pdm：後背縁（posterodorsal margin）．靭帯（lg）
は化石の母岩側に付着する．スケールバー＝ 10 mm．
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ヒロキヌタレガイ属 Acharaxに大別され，靭帯が保存さ
れていない化石においても，殻の内型を用いて両者の識
別が可能である（BAILEY, 2021）．すなわち，キヌタレ
ガイ属の殻後方の内面には，内靭帯が付着するための歯
丘と，殻頂から後閉殻筋痕に沿って伸びる支持板が発達
する一方で，外靭帯をもつスエヒロキヌタレガイ属の歯
丘は後背縁の殻外面に位置しており，殻内面の支持板は
多くの場合弱いか退化している（BAILEY, 2021）．標本
は後背縁の大部分が欠損しているものの，左殻の殻外面
には歯丘や化石化した靭帯と見られる構造の一部が確認
できる（図 4-B）．さらに，左殻内面の殻頂から後方に
かけては平滑であり，キヌタレガイ属に特徴的な歯丘や
支持板らしき構造は確認できない（図 3-B，4）．以上の
ことから，標本はスエヒロキヌタレガイ属に属すものと
考えられる．しかし，化石の保存状態が悪く，筋痕など
の形態が確認できないことから，スエヒロキヌタレガイ
属の一種 Acharax sp.と同定するに留めた．
比　較：Acharax sp.は既知のスエヒロキヌタレガイ属
のうち，白亜系蝦夷層群から報告されている Acharax 
mikasaensisや Acharax cretaceaと殻形態が似る．しかし，
Acharax sp.の放射肋数は少なくとも 12 本であるのに対
し，A. mikasaensis では約 10 本（KIEL et al., 2008），A. 
cretaceaでは 9–10 本（KANIE and NISHIDA, 2000）とや
や少ない．

考　　察

国内におけるスエヒロキヌタレガイ属の化石記録は，
古くは白亜紀より知られている（天野，2014）．KANIE 
and NISHIDA（2000）は，北海道幌加内町に分布する
蝦夷層群My4 部層の下部セノマニアン階より Acharax 
cretaceaを新種として記載した．その後 JENKINS et 
al.（2007）は，北海道中川町に分布する蝦夷層群大曲
層のカンパニアン階より産出した化学合成群集から A. 

cretacea を報告している．KIEL et al.（2008）は，北
海道三笠市に分布する蝦夷層群のアルビアン階から
Acharax mikasaensisを新種として記載した．なお本種
は，KANIE and KURAMOCHI（2002）によって Solemya 
(Solemya) angusticaudataとされた標本（YCM-GP1097）
を含む．Acharax sp.が産出した法花津層の時代を，前期
白亜紀～後期白亜紀セノマニアンとした場合，これは A. 
cretacea 及び A. mikasaensisの産出した時代と概ね整合
的であり，国内におけるスエヒロキヌタレガイ属の中で
も比較的古い時代の記録といえる．
一方，西南日本外帯の四万十帯からは，スエヒロ
キヌタレガイ属の化石記録は極めて少ない．NATORI
（1964）は，紀伊半島南部に分布する牟婁層群の漸新統
～下部中新統より Acharax muroensisを新種として記載
している．KOBAYASHI（1957）は，高知県室戸地域の
始新統～漸新統である室戸半島層群室戸層より Solemya 
(Acharax?) murotoensisを新種として記載したが，KANIE 
and KURAMOCHI（2002）は，これを Solemya (Petrasma) 
murotoensisとして再記載している．以上のことから
Acharax sp.は，四万十帯から産出したスエヒロキヌタレ
ガイ属の最古記録であり，四国の四万十帯においては同
属の唯一の産出記録といえる．
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図 4．A：左殻側の後方から撮影した Acharax sp. B：殻頂から後背縁にかけての拡大写真．b：殻頂（beak），lg：靭帯（ligament），
ny：歯丘（nymph）．スケールバー＝ 10 mm．
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